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平
成
三
十
年
度 

学
位
請
求
論
文 

  
よ
み
が
え
る
荒
地 

―
―
戦
後
詩
・
歴
史
の
彼
方
・
美
の
終
局
―
― 

 
〔
要
約
〕 

  

日
本
大
学
大
学
院
芸
術
学
研
究
科 

博
士
後
期
課
程
芸
術
専
攻 

山
下 

洪
文 
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論
文
の
構
成 

 

序
章 

 

第
一
章 

言
葉
の
白
装
束
―
―
鮎
川
信
夫
論 

 

第
一
節 

「
死
ん
だ
男
」
論 

第
二
節 

亡
姉
詩
篇
論 

第
三
節 

「
橋
上
の
人
」
論 

第
四
節 

「
淋
し
き
二
重
」
か
ら
「
冬
物
語
」
ま
で 

第
五
節 

病
院
船
詩
篇
論 

第
六
節 

「
も
し
も 

明
日
が
あ
る
な
ら
」
か
ら
「
木
枯
の
町
に
て
」
ま
で 

第
七
節 

「
兵
士
の
歌
」
論 

第
八
節 

「
喪
心
の
う
た
」
か
ら
「
０
０
０
年
」
ま
で 

第
九
節 

「
海
の
変
化
」
論 

 

第
二
章 

死
せ
る
も
の
た
ち
の
瞳
―
―
北
村
太
郎
論 

第
一
節 

「
墓
地
の
人
」
「
や
さ
し
い
人
」「
地
の
人
」
論 

第
二
節 

「
お
そ
ろ
し
い
夕
方
」
か
ら
「
悲
し
き
夢
」
ま
で 

 

第
三
節 

「
夏
の
中
心
」
か
ら
「
冬
の
目
」
ま
で 

第
四
節 

「
終
り
の
な
い
始
ま
り
」
か
ら
「
死
の
死
」
ま
で 

第
五
節 

「
夢
か
ら
夢
へ
」
か
ら
「
海
へ
行
く
道
」
ま
で 
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第
三
章 

光
と
慟
哭
―
―
木
原
孝
一
論 

 

第
四
章 
神
で
も
な
く
獣
で
も
な
く
、
人
で
も
な
く
―
―
黒
田
三
郎
論 

第
一
節 
「
記
憶
喪
失
」
の
詩
学 

第
二
節 
『
失
は
れ
た
墓
碑
銘
』
論 

第
三
節 

『
時
代
の
囚
人
』
論 

第
四
節 

『
ひ
と
り
の
女
に
』
論 

第
五
節 

『
渇
い
た
心
』
か
ら
『
小
さ
な
ユ
リ
と
』
ま
で 

第
六
節 

『
も
っ
と
高
く
』
か
ら
『
あ
る
日
あ
る
時
』
ま
で 

 

第
七
節 

『
羊
の
歩
み
』
か
ら
『
死
後
の
世
界
』
ま
で 

 

第
五
章 

帝
国
の
秋
―
―
田
村
隆
一
論 

 

第
一
節 

「
正
午
」
論 

 

第
二
節 

暗
号
と
し
て
の
『
四
千
の
日
と
夜
』 

 

第
三
節 

「
帰
途
」
か
ら
「
恐
怖
の
研
究
」
ま
で 

 

第
四
節 

「
暗
緑
色
の
遠
心
分
離
器
」
か
ら
「
毎
朝 

数
千
の
天
使
を
殺
し
て
か
ら
」
ま
で 

第
五
節 

戦
中
詩
篇
か
ら
「
ぼ
く
の
聖
灰
水
曜
日
」
ま
で 

 

第
六
章 

十
三
月
の
詩
―
―
中
桐
雅
夫
論 

 

第
七
章 

壁
の
中
の
人
―
―
三
好
豊
一
郎
論 

 

第
八
章 

透
明
な
嵐
の
な
か
で
―
―
吉
本
隆
明
論 
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第
一
節 

吉
本
隆
明
と
「
荒
地
」
初
期
同
人 

第
二
節 

『
固
有
時
と
の
対
話
』
論 

第
三
節 

『
転
位
の
た
め
の
十
篇
』
論 

第
四
節 
「
涙
が
涸
れ
る
」
か
ら
「
告
知
す
る
歌
」
ま
で 

第
五
節 
「
島
は
み
ん
な
幻
」
か
ら
「
掌
の
旅
（
異
稿
）」
ま
で 

第
六
節 

『
記
号
の
森
の
伝
説
歌
』
論 

第
七
節 

「
十
七
歳
」
か
ら
『
言
葉
か
ら
の
触
手
』
ま
で
―
―
結
論
に
代
え
て
―
― 

 

参
考
文
献
一
覧 
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論
文
の
要
約 

 

本
論
文
は
、
戦
後
詩
を
領
導
し
た
荒
地
派
を
考
究
し
、
そ
の
詩
意
識
を
解
明
し
、
詩
史
の
な
か
に
新
た
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

『
荒
地
詩
集
』
八
冊
、
『
詩
と
詩
論
』
二
冊
等
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
荒
地
派
の
初
期
同
人
は
、
鮎
川
信
夫
・
北
村
太
郎
・
木
原
孝
一
・
黒
田
三
郎
・
田
村
隆
一
・
中
桐

雅
夫
・
三
好
豊
一
郎
で
あ
る
。
こ
れ
に
『
荒
地
詩
集 

19
54

』
か
ら
の
同
人
で
あ
り
、
「
荒
地
」
の
な
か
に
在
り
な
が
ら
そ
の
終
焉
を
告
知
し
た
詩
人
・
吉
本
隆
明
を

加
え
た
八
名
を
考
究
す
る
。 

自
身
の
肉
体
に
刻
ま
れ
た
戦
争
の
傷
口
を
、
ひ
た
す
ら
に
見
つ
め
る
と
こ
ろ
か
ら
荒
地
派
は
出
立
し
た
。
主
体
・
歴
史
・
抒
情
…
…
さ
ま
ざ
ま
な
根
源
的
問
題
を
、

彼
ら
は
痛
み
と
と
も
に
考
察
し
、
歌
い
つ
づ
け
た
。
そ
の
営
為
を
辿
り
、
彼
ら
の
詩
的
主
体
の
在
り
方
を
確
認
す
る
こ
と
。
彼
ら
が
求
め
た
そ
れ
ぞ
れ
の
「
荒
地
」
を
、

指
し
示
す
こ
と
。
戦
後
詩
に
決
定
的
影
響
を
あ
た
え
た
荒
地
派
の
総
体
を
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
本
論
文
の
目
的
で
あ
る
。 

 

そ
の
方
法
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。 

一
．
荒
地
派
の
戦
争
体
験
を
研
究
し
、
そ
れ
が
詩
的
感
性
に
ど
う
影
響
し
た
か
を
探
る
。 

鮎
川
信
夫
は
陸
軍
に
入
営
、
北
村
太
郎
・
田
村
隆
一
は
海
軍
に
入
団
し
、
木
原
孝
一
・
黒
田
三
郎
は
軍
属
と
し
て
海
外
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
中
桐
雅
夫
・

三
好
豊
一
郎
・
吉
本
隆
明
は
、
戦
地
を
経
験
し
て
い
な
い
。 

苛
酷
な
戦
場
は
、
詩
人
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
歪
め
て
い
っ
た
。
「
美
」
や
「
エ
ロ
ス
」
の
漂
っ
て
い
た
詩
的
領
域
は
、
「
死
者
」
の
住
処
と
な
る
。
言
葉
の
跳
梁
を
愉
し

ん
で
い
た
鮎
川
は
、
詩
友
・
森
川
義
信
の
遺
言
に
耳
を
澄
ま
す
。
架
空
の
恋
人
と
語
ら
っ
て
い
た
木
原
は
、
焼
け
死
ん
だ
少
女
の
屍
体
を
見
つ
め
る
。
か
つ
て
の
抒
情

は
汚
染
さ
れ
、
逃
れ
よ
う
の
な
い
「
死
」
が
言
葉
を
領
す
る
。 

こ
れ
に
対
し
、
軍
隊
経
験
を
有
さ
な
い
中
桐
雅
夫
・
三
好
豊
一
郎
は
、
「
死
者
」
を
持
ち
え
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
奇
妙
な
欠
落
感
を
呼
び
起
こ
し
た
。
中
桐

は
「
死
者
」
へ
の
渇
望
を
植
え
つ
け
ら
れ
、
三
好
は
「
も
う
一
人
の
私
」
を
映
す
「
壁
」
を
探
し
求
め
る
こ
と
に
な
る
。 

荒
地
派
は
、
詩
的
核
心
に
「
死
者
」
の
影
を
焼
き
つ
け
ら
れ
た
。
だ
が
、
そ
の
か
た
ち
は
、
一
つ
一
つ
違
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
個
々
の
戦
争
体
験
を
検
討
す
る
こ
と

で
、
荒
地
派
と
「
死
者
」
の
関
係
を
解
明
し
、
そ
の
詩
意
識
の
在
り
方
を
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
あ
る
。 

二
．
詩
人
の
生
涯
を
辿
り
、
そ
の
変
遷
を
立
体
的
に
再
現
す
る
。 
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荒
地
派
の
詩
を
論
じ
た
文
章
は
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
。
だ
が
、
詩
人
た
ち
の
生
涯
や
業
績
を
克
明
に
辿
っ
た
も
の
と
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。

鮎
川
信
夫
は
「
死
ん
だ
男
」
、
吉
本
隆
明
は
『
固
有
時
と
の
対
話
』
と
い
っ
た
代
表
作
ば
か
り
論
じ
ら
れ
、
『
宿
恋
行
』
『
記
号
の
森
の
伝
説
歌
』
等
は
取
り
上
げ
ら

れ
な
い
現
状
が
あ
る
。
本
論
文
は
、
残
さ
れ
た
詩
集
を
（
ほ
と
ん
ど
）
す
べ
て
取
り
上
げ
、
変
遷
を
再
現
し
、
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
。 

三
．
荒
地
派
の
言
語
を
解
剖
し
、
そ
の
詩
意
識
の
推
移
を
辿
る
。 

 

荒
地
派
の
詩
人
は
、
相
互
に
影
響
し
つ
つ
詩
風
を
確
立
し
た
。
彼
ら
が
残
し
た
言
葉
を
、
時
代
背
景
や
同
時
代
の
文
学
と
と
も
に
考
究
し
、
詩
意
識
の
推
移
を
跡
づ

け
た
。
『
固
有
時
と
の
対
話
』
に
示
さ
れ
た
詩
語
は
、
『
記
号
の
森
の
伝
説
歌
』
に
流
れ
つ
い
て
い
た
事
実
や
、
黒
田
三
郎
を
呪
縛
し
た
「
道
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化

が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
を
用
い
て
、
全
八
章
の
論
文
を
執
筆
し
た
。
順
に
説
明
す
る
。 

 

〔
第
一
章 

言
葉
の
白
装
束
―
―
鮎
川
信
夫
論
〕 

 

戦
後
を
代
表
す
る
詩
人
で
あ
り
、
現
代
詩
の
展
開
を
決
定
づ
け
た
評
論
家
で
も
あ
る
鮎
川
信
夫
を
考
究
し
た
。
鮎
川
の
親
友
・
森
川
義
信
は
、
「
死
ん
だ
男
」
「
日

の
暮
」
等
に
「
Ｍ
」
と
し
て
登
場
す
る
。
無
惨
な
死
を
遂
げ
た
友
へ
の
想
い
を
、
戦
争
体
験
の
考
察
と
と
も
に
描
い
た
諸
篇
は
、
戦
後
詩
の
出
発
点
を
刻
し
た
。 

「
Ｍ
」
と
い
う
死
者
は
、
「
姉
さ
ん
ご
め
ん
よ
」
「
落
葉
」
で
は
、
「
亡
姉
」
と
い
う
浪
曼
的
形
象
に
歪
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
は
「
戦
後
」
の
進
行
と
、
「
記
憶
」
の

稀
薄
化
が
影
響
し
て
い
た
。 

代
表
作
と
目
さ
れ
る
「
橋
上
の
人
」
に
は
、
三
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
る
。
出
征
直
前
に
「
遺
書
」
の
つ
も
り
で
書
い
た
第
一
稿
、
ス
マ
ト
ラ
島
で
「
加
筆
し
、
不

備
を
補
」
（
「
戦
中
手
記
」
）
い
、
戦
後
三
年
経
っ
た
四
八
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
二
稿
、
そ
し
て
五
一
年
七
月
発
表
の
、
決
定
版
と
も
言
う
べ
き
三
稿
で
あ
る
。
七

年
間
で
、
詩
の
な
か
で
描
か
れ
る
「
人
」
も
「
街
」
も
変
容
し
て
い
る
。
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
「
戦
後
」
へ
の
違
和
と
、
「
生
」
へ
の
意
志
を
抉
り
出
し
、
鮎
川
の
戦
争

体
験
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
。 

「
死
ん
だ
男
」
「
あ
な
た
の
死
を
超
え
て
」
等
で
、
「
死
者
」
へ
の
想
い
は
繰
り
返
し
語
ら
れ
る
。
「
死
者
」
は
単
に
、
「
Ｍ
」
と
呼
ば
れ
る
森
川
義
信
や
、
「
Ｋ
・

Ｍ
」
と
さ
れ
る
牧
野
虚
太
郎
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
鮎
川
が
幼
時
か
ら
抱
え
込
ん
だ
「
空
白
」
が
影
を
射
し
て
い
た
。 

詩
篇
「
淋
し
き
二
重
」
「
秋
の
オ
ー
ド
」
「
冬
物
語
」
、
そ
れ
に
数
々
の
自
伝
的
文
章
を
も
と
に
、
「
空
白
」
が
「
死
者
」
に
変
容
す
る
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。

死
と
破
滅
の
映
像
を
浴
び
る
こ
と
で
、
「
空
白
」
は
「
死
者
」
と
な
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
「
空
白
」
は
「
死
者
」
と
い
う
肉
体
を
得
て
、
語
り
出
し
た
の
だ
。 
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「
死
者
」
の
面
影
は
、
戦
後
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
忘
れ
ら
れ
て
ゆ
く
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
の
が
、
「
病
院
船
詩
篇
」
で
あ
る
。
「
出
港
」
は
、
「
戦

地
か
ら
帰
ら
な
か
っ
た
私
」
と
い
う
想
像
を
、
極
限
ま
で
突
き
詰
め
た
詩
篇
で
あ
る
。
一
方
「
消
え
ゆ
く
水
平
線
」
は
、
実
際
に
は
日
本
に
帰
還
し
た
鮎
川
が
、
そ
の

経
験
を
実
存
的
に
意
味
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
港
外
」
は
、
「
歴
史
の
内
で
は
死
ん
だ
者
」
と
い
う
自
己
規
定
に
よ
っ
て
、
「
歴
史
」
を
根
源
的
に
拒
絶
し

よ
う
と
す
る
詩
篇
で
あ
る
。
同
時
期
に
書
か
れ
た
詩
論
「
現
代
詩
の
機
能
」
で
、
鮎
川
は
「
い
か
な
る
想
像
力
を
も
っ
て
し
て
も
、
こ
の
歴
史
の
外
へ
出
る
こ
と
は
不

可
能
」
と
い
う
意
識
を
、
「
文
明
批
判
」
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
る
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。
「
港
外
」
は
そ
の
実
践
篇
で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
。
こ
の
よ
う
に
、
詩
と

詩
論
は
絡
み
合
い
つ
つ
、
鮎
川
信
夫
と
い
う
人
格
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
っ
た
の
だ
。 

「
小
さ
な
マ
リ
と
」
「
可
愛
い
ペ
ニ
ィ
」
は
、
鮎
川
の
全
詩
篇
の
な
か
で
も
極
め
て
異
質
で
あ
る
。
詩
人
・
佐
藤
木
実
と
、
そ
の
子
・
マ
リ
と
の
幸
福
な
生
活
を
背
景

に
、
「
戦
後
」
を
お
お
ら
か
に
受
容
す
る
姿
勢
が
描
か
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
明
る
い
時
間
は
、
わ
ず
か
三
年
で
幕
を
閉
じ
る
。 

「
兵
士
の
歌
」
は
、
鮎
川
の
戦
争
体
験
の
決
算
と
も
言
う
べ
き
詩
篇
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
戦
争
を
総
合
的
に
表
現
す
る
作
品
は
途
絶
す
る
。
代
わ
り
に
、
古
典
的
な

詩
語
に
乗
せ
て
、
生
涯
を
振
り
返
る
詩
が
出
現
す
る
。
「
首
の
桶
」
「
生
証
人
」
「
ど
く
ろ
の
目
に
」
「
波
間
の
郷
愁
」
「
撃
刀
の
歌
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
私
は
こ
れ

を
、
鮎
川
が
そ
の
内
面
を
ひ
そ
か
に
告
白
し
た
五
部
作
と
見
な
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
鮎
川
の
晩
年
の
心
境
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
死
者
」

へ
の
消
え
が
た
い
想
い
と
、
彼
ら
に
別
れ
を
告
げ
た
い
と
い
う
切
実
な
願
望
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
矛
盾
し
た
志
向
は
、
「
自
然
」
を
表
現
す
る
こ
と
で
解
消
さ
れ

て
い
っ
た
。
「
秋
の
祈
り
」
は
、
か
つ
て
「
記
憶
」
の
象
徴
だ
っ
た
「
葉
」
が
、
「
忘
却
」
の
後
も
残
り
つ
づ
け
る
「
憐
み
」
の
化
身
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

鮎
川
が
辿
り
つ
い
た
場
所
は
、
「
海
の
変
化
」
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
謎
め
い
た
言
葉
を
、
初
期
詩
篇
を
参
照
し
つ
つ
読
み
解
き
、
こ
の
情
景
が
戦
争
体
験
に
よ
り

生
み
出
さ
れ
た
、
荒
地
派
の
共
有
財
産
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

〔
第
二
章 

死
せ
る
も
の
た
ち
の
瞳
―
―
北
村
太
郎
論
〕 

 

北
村
太
郎
の
生
涯
は
、
戦
争
の
傷
痕
と
、
幼
い
日
に
彼
を
襲
っ
た
「
自
然
」
へ
の
恐
怖
に
よ
っ
て
決
定
づ
け
ら
れ
た
。
戦
争
体
験
は
、
幼
少
期
の
「
恐
怖
」
と
重
な

り
合
う
よ
う
に
し
て
、
北
村
を
苛
ん
だ
。
本
稿
は
そ
の
軌
跡
を
辿
り
、
彼
が
辿
り
つ
い
た
「
許
し
」
と
い
う
境
地
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。 

「
墓
地
の
人
」
「P

rid
e
 a

n
d

 P
re

ju
d

ice

―
―
ま
た
は
や
さ
し
い
人
」
「
地
の
人
―
―
失
業
者
の
独
唱
・
一
九
五
一
年
」
は
、
独
特
の
繋
が
り
を
持
っ
た
三
部
作
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
北
村
は
、
「
や
さ
し
い
人
」
で
戦
後
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
否
定
し
、
「
地
の
人
」
で
否
定
へ
の
情
熱
を
否
定
し
、
「
墓
地
の
人
」

で
、
両
者
の
根
底
に
漂
う
「
死
者
」
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。 
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「
お
そ
ろ
し
い
夕
方
」
は
、
北
村
に
と
っ
て
の
「
死
」
の
原
風
景
を
描
い
た
詩
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
私
」
と
い
う
主
体
が
欠
け
て
い
る
こ
と
、
「
絶
対
者
」
と
呼
ぶ

べ
き
存
在
が
信
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
、
中
桐
雅
夫
の
諸
篇
と
比
較
し
て
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
原
因
は
、
強
い
ら
れ
た
戦
争
体
験
だ
っ
た
。
危
機
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
北
村
が
見
出
し
た
の
は
、
「
自
然
」
だ
っ
た
。 

 

詩
篇
「
朝
の
鏡
」
「
祈
り
た
く
て
」
、
自
伝
『
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー
』
等
を
考
究
す
る
こ
と
で
、
北
村
の
詩
的
主
題
が
「
死
」
か
ら
「
自
然
」
へ
移
行
し

て
い
っ
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
「
冬
の
目
」
「
終
り
の
な
い
始
ま
り
」
「
ス
ス
キ
が
風
上
へ
な
び
く
よ
う
な
」
等
の
検
討
を
と
お
し
て
、
「
死
」
の
呪
縛
が

解
か
れ
て
ゆ
く
過
程
を
解
明
し
た
。
連
作
「
死
の
死
」
は
、
「
死
」
が
「
死
」
に
、
「
詩
」
が
残
っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。 

「
夢
か
ら
夢
へ
」
「
ミ
ミ
ズ
ク
ぐ
ら
し
」
「
路
上
の
影
」
の
諸
篇
は
、
崩
壊
し
た
時
間
意
識
が
、
「
自
然
」
を
と
お
し
て
再
生
す
る
さ
ま
を
描
い
て
い
る
。
「
瓦
解
の

ま
ぼ
ろ
し
」
（
「
寒
露
」
）
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
と
お
し
て
し
か
、
北
村
は
都
市
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
世
界
観
は
、
初
期
の
北
村
の
詩
を
特
徴
づ

け
る
も
の
だ
。 

「
自
然
」
も
ま
た
、
「
滅
び
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
」
（
同
）
を
織
り
な
し
て
い
る
こ
と
を
悟
り
、
彼
は
変
わ
っ
て
ゆ
く
。
詩
人
は
「
自
然
」
を
、
「
戦
後
」
を
許
し
、
受
け

入
れ
て
生
き
る
決
意
を
す
る
。
戦
争
、
妻
子
と
の
死
別
、
無
惨
な
恋
愛
の
傷
が
ひ
そ
か
に
刻
ま
れ
た
作
品
の
数
々
は
、
荒
地
派
の
な
か
で
も
特
異
な
も
の
だ
。
本
稿
は
、

諸
篇
を
年
代
順
に
辿
り
、
詩
人
・
北
村
太
郎
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

〔
第
三
章 

光
と
慟
哭
―
―
木
原
孝
一
論
〕 

「
荒
地
」
は
「
死
」
を
、
後
続
の
大
岡
信
・
谷
川
俊
太
郎
ら
「
櫂
」
は
「
生
」
を
主
題
に
し
た
と
言
え
る
。
戦
争
の
記
憶
に
囚
わ
れ
る
前
者
に
対
し
、
後
者
は
戦
後
の

現
実
を
朗
ら
か
に
歌
い
上
げ
た
。 

 

木
原
孝
一
は
、
「
死
」
と
「
生
」
の
境
界
を
描
き
つ
づ
け
た
詩
人
で
あ
る
。
「
無
名
戦
士
」
「
彼
方
」
「
遠
い
国
」
等
は
、
い
ず
れ
も
「
生
」
と
「
死
」
の
混
融
し

た
領
域
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
木
原
の
戦
争
体
験
か
ら
帰
結
さ
れ
た
も
の
だ
。
彼
は
一
九
四
四
年
に
技
師
と
し
て
硫
黄
島
に
配
属
さ
れ
る
が
、
翌
年
、
病

の
た
め
本
土
に
帰
還
し
て
い
る
。
米
軍
の
上
陸
作
戦
が
始
ま
っ
た
の
は
、
そ
の
直
後
だ
っ
た
。 

 

戦
後
木
原
は
、
戦
争
と
戦
争
の
も
た
ら
し
た
切
断
を
主
題
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
彼
は
「
死
」
を
免
れ
た
。
だ
が
そ
れ
に
よ
っ
て
、
「
死
」
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
。 

木
原
の
詩
は
、
生
の
光
と
死
の
影
の
織
り
な
す
ア
ラ
ベ
ス
ク
で
あ
る
。
望
ん
だ
の
で
は
な
い
生
と
、
拒
ま
れ
た
死
の
あ
い
だ
で
焼
け
跡
を
彷
徨
っ
た
と
き
、
彼
の
詩

法
は
宿
命
的
に
確
立
さ
れ
た
。 
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複
雑
な
戦
争
体
験
は
、
木
原
の
詩
を
多
声
的
な
も
の
へ
と
変
え
て
い
っ
た
。
「
最
後
の
戦
闘
機
」
は
「
女
の
子
」
と
「
戦
闘
機
」
の
映
像
が
交
錯
す
る
し
、
「
鎮
魂

歌
」
で
は
「
弟
」
と
「
日
本
」
の
悲
劇
が
交
互
に
語
ら
れ
る
。
ま
た
「
無
名
戦
士
」
は
、
「
男
の
声
」
「
若
い
男
の
声
」
「
詠
唱
」
「
老
い
た
る
男
の
声
」
「
精
霊
の

声
」
「
女
の
声
」
の
六
つ
の
「
声
」
が
織
り
な
す
作
で
あ
る
。
「
死
者
」
の
記
憶
、
死
ね
な
か
っ
た
と
い
う
罪
悪
感
、
生
き
て
あ
る
こ
と
へ
の
悔
恨
が
、
か
か
る
構
造

を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。 

壮
絶
な
体
験
は
、
木
原
の
感
性
を
終
生
呪
縛
し
た
。
横
光
利
一
や
伊
東
静
雄
の
敗
戦
体
験
と
、
木
原
の
そ
れ
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
ト
ラ
ウ
マ
の
深
さ
を
明
ら

か
に
し
た
。
多
く
の
詩
人
た
ち
が
、
「
戦
後
」
の
生
活
に
落
ち
つ
く
な
か
で
、
木
原
は
「
反
世
界
」
的
志
向
を
手
放
す
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
処
女
詩
集
『
星

の
肖
像
』
に
描
か
れ
た
、
「
見
知
ら
ぬ
」
存
在
へ
の
愛
着
も
影
響
し
て
い
た
。 

 

木
原
の
親
し
ん
だ
人
々
や
最
愛
の
弟
は
、
戦
火
の
な
か
で
果
て
て
し
ま
っ
た
。
結
果
、
木
原
の
詩
的
感
性
は
「
死
」
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
、

「
美
」
と
「
死
」
の
交
叉
点
を
詩
的
領
域
と
し
て
定
立
す
る
道
を
選
ん
だ
。
「
鎮
魂
歌
」
で
は
、
亡
き
弟
が
「
歴
史
」
を
天
上
か
ら
見
つ
め
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
、

「
ゴ
オ
ル
デ
ン
・
ア
ワ
ァ
」
で
は
、
焼
け
死
ん
だ
少
女
が
美
と
真
理
の
体
現
者
と
し
て
現
前
す
る
。
こ
の
よ
う
に
木
原
は
、
「
死
者
」
を
言
葉
の
な
か
に
よ
み
が
え
ら

せ
る
こ
と
で
、
「
詩
」
を
作
っ
て
い
っ
た
。 

「
世
界
史
」
に
対
抗
す
べ
く
、
木
原
は
「
世
界
詩
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
諸
篇
を
書
き
綴
っ
た
。
そ
の
結
晶
と
言
う
べ
き
「
無
名
戦
士
（
硫
黄
島
）
」
は
、
二
〇
一
七
年
、

『
血
の
い
ろ
の
降
る
雪 

木
原
孝
一
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
』
（
山
下
洪
文
編
。
未
知
谷
）
で
初
め
て
公
開
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
初
公
開
の
原
稿
も
参
考
と
し
つ
つ
、
木
原
が

目
指
し
た
詩
的
領
域
を
考
究
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

〔
第
四
章 

神
で
も
な
く
獣
で
も
な
く
、
人
で
も
な
く
―
―
黒
田
三
郎
論
〕 

黒
田
三
郎
は
、
「
戦
後
詩
人
た
ち
の
中
で
最
も
幅
広
い
読
者
を
持
つ
」
（
小
海
永
二
「
黒
田
三
郎
氏
を
悼
む
」
）
と
さ
れ
る
。
彼
に
は
「
紙
風
船
」
「
夕
暮
れ
」
等
、

曲
が
つ
け
ら
れ
た
詩
も
多
い
。
そ
れ
ら
は
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
、
「
微
笑
の
詩
人
」
と
い
う
仮
構
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
だ
が
、
金
銭
的
要
請
か
ら
「
バ
ス
に
揺
ら

れ
な
が
ら
五
分
ぐ
ら
い
で
作
っ
て
し
ま
っ
た
」
（
黒
田
光
子
『
人
間
・
黒
田
三
郎
』
）
優
し
い
詩
篇
の
背
後
に
は
、
「
死
の
な
か
に
」
囚
わ
れ
て
い
る
恐
怖
、
「
空
白

の
な
か
に
」
立
た
さ
れ
て
い
る
不
安
、
「
小
市
民
の
生
活
の
な
か
に
」
入
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
「
僕
の
な
か
に
」
帰
っ
て
ゆ
く
し
か
な
い
絶
望
が
わ
だ
か
ま
っ

て
い
た
。 

原
風
景
へ
の
回
帰
願
望
と
、
戦
後
と
い
う
新
た
な
「
歴
史
」
へ
の
帰
属
意
識
の
あ
い
だ
で
、
黒
田
は
激
し
く
揺
れ
動
き
つ
づ
け
た
。
そ
の
軌
跡
と
、
詩
人
が
辿
り
つ

い
た
心
境
を
、
残
さ
れ
た
十
二
詩
集
す
べ
て
を
検
討
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
た
。 
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詩
篇
「
見
て
い
る
眼
」
は
、
戦
火
の
現
実
に
黒
田
が
ど
う
向
き
合
っ
た
か
を
明
示
し
て
い
る
。
「
見
る
」
こ
と
は
現
実
と
向
き
合
う
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
同
時
に

現
実
か
ら
疎
隔
さ
れ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
「
見
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
対
象
は
認
識
さ
れ
る
。
一
方
「
見
る
」
た
め
に
は
、
「
距
離
」
が
存
在
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
戦
争
を
見
る
た
め
に
は
、
彼
は
戦
場
に
い
て
は
な
ら
な
い
。
街
の
全
景
を
見
と
お
す
た
め
に
は
、
街
中
を
歩
い
て
い
て
は
な
ら
な
い
。
黒
田
に
と
っ
て
「
見

る
」
こ
と
は
、
「
現
実
」
へ
の
参
入
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
拒
絶
で
あ
っ
た
。 

「
砂
の
道
」
「
影
」
「
罌
粟
」
「
星
の
よ
う
に
遠
く
」
は
、
黒
田
に
と
っ
て
の
詩
的
「
故
郷
」
を
描
い
て
い
る
。
「
現
実
」
を
意
識
か
ら
締
め
出
し
た
黒
田
は
、
原
風

景
と
も
言
う
べ
き
「
白
い
」
「
道
」
に
閉
じ
こ
も
る
。
だ
が
「
現
実
」
と
い
う
名
の
工
事
業
者
は
、
「
道
」
を
遠
慮
な
く
舗
装
し
て
い
っ
た
。
戦
後
、
「
道
」
の
イ
メ

ー
ジ
は
一
変
す
る
。 

『
時
代
の
囚
人
』
で
、
「
道
」
は
「
崩
れ
落
ち
た
町
」
の
な
か
に
、
骸
の
よ
う
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
「
そ
れ
は
美
し
い
伯
母
様
の
家
へ
行
く
道
で
あ
っ
た
」
「
そ
れ

は
木
い
ち
ご
の
実
る
森
へ
行
く
道
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
道
」
を
歩
い
て
ゆ
け
ば
明
る
い
空
間
に
出
る
は
ず
だ
っ
た
。
だ
が
祖
国
は
「
戦
い
敗
れ
」
、
「
す

べ
て
の
も
の
」
は
失
わ
れ
た
。
「
右
に
行
く
の
も
左
に
行
く
の
も
僕
の
自
由
で
あ
る
」
と
黒
田
は
言
う
。
詩
篇
「
あ
な
た
の
美
し
さ
に
ふ
さ
わ
し
く
」
「
声
明
」
、
評

論
「
精
神
の
岐
路
」
等
は
、
敗
戦
後
の
喪
失
感
が
、
再
起
の
希
望
へ
転
換
さ
れ
る
さ
ま
を
鮮
や
か
に
描
い
て
い
る
。 

『
ひ
と
り
の
女
に
』
で
恋
愛
詩
人
、
『
小
さ
な
ユ
リ
と
』
で
生
活
詩
人
と
し
て
の
相
貌
を
、
黒
田
は
あ
ら
わ
す
。
そ
れ
と
平
行
し
て
、
『
失
は
れ
た
墓
碑
銘
』
『
時
代

の
囚
人
』
で
歌
わ
れ
た
空
白
の
「
力
」
は
影
を
潜
め
る
。
「
ひ
と
り
の
女
」
を
、
女
と
と
も
に
生
き
る
「
戦
後
」
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
か
つ
て
の
詩
風
は
失
わ
れ
た

の
だ
。
黒
田
の
後
の
営
為
は
、
「
家
庭
」
へ
の
違
和
、
「
過
去
」
へ
の
憧
憬
、
そ
し
て
「
戦
後
」
の
受
容
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。 

『
も
っ
と
高
く
』
所
収
の
「
故
郷
」
で
、
黒
田
は
『
時
代
の
囚
人
』
の
「
道
（
そ
れ
は
美
し
い
…
…
）
」
に
描
か
れ
た
風
景
を
受
け
つ
つ
、
現
在
の
空
洞
化
し
た
内
面

を
語
っ
て
い
る
。
「
た
だ
の
羊
さ
」
で
は
、
「
狼
」
だ
っ
た
黒
田
が
「
羊
」
の
生
活
を
強
い
ら
れ
、
し
だ
い
に
「
た
だ
の
羊
」
と
化
し
て
し
ま
う
さ
ま
を
、
自
嘲
的
に

表
現
し
て
い
る
。
「
死
」
や
「
喪
失
」
と
い
っ
た
観
念
さ
え
、
水
平
化
し
、
切
実
な
響
き
を
失
っ
て
し
ま
う
。
有
名
な
詩
篇
「
紙
風
船
」
も
、
そ
の
よ
う
な
背
景
を
も

と
に
新
た
に
読
み
解
い
た
。
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
た
の
は
、
「
過
去
」
へ
、
も
う
一
つ
の
「
世
界
」
へ
向
か
っ
て
ゆ
く
こ
と
の
、
不
可
能
性
だ
っ
た
の
だ
。 

 

木
原
孝
一
は
、
「
戦
後
」
そ
の
も
の
を
「
戦
争
」
と
い
う
レ
ン
ズ
で
見
と
お
そ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
黒
田
は
、
「
戦
後
」
と
い
う
レ
ン
ズ
を
と
お
し
て
し
か

「
戦
争
」
を
思
い
出
せ
な
い
。
そ
の
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
が
、
『
あ
る
日
あ
る
時
』
で
あ
る
。 

『
羊
の
歩
み
』
は
、
「
日
常
性
へ
の
埋
没
と
言
わ
ば
言
え
」
と
い
う
詩
句
で
、
「
現
在
」
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。 

『
ふ
る
さ
と
』
は
、
現
在
の
「
私
」
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
事
実
を
、
繰
り
返
し
語
っ
て
い
る
。
「
出
発
」
「
夢
の
そ
と
へ
」
「
証
明
」
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
頬

に
吹
く
風
」
で
は
、
黒
田
固
有
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
「
道
」
「
故
郷
」
は
、
原
型
を
完
全
に
失
っ
て
い
る
。 
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『
流
血
』
所
収
の
詩
篇
「
一
本
の
万
年
筆
」
に
は
、
「
ふ
る
さ
と
」
を
喪
失
し
た
黒
田
が
、
「
言
葉
」
さ
え
も
失
っ
て
ゆ
く
さ
ま
が
、
暗
示
的
に
描
か
れ
て
い
る
。 

三
十
二
頁
の
小
詩
集
『
悲
歌
』
所
収
の
「
指
定
券
の
な
い
乗
客
の
よ
う
に
」
は
、
「
戦
争
」
に
も
「
戦
後
」
に
も
帰
属
で
き
な
い
黒
田
が
取
っ
た
態
度
が
明
示
さ
れ

て
い
る
。
彼
は
自
身
を
「
指
定
券
の
な
い
乗
客
」
だ
と
認
め
つ
つ
、
「
ほ
ん
と
の
客
が
や
っ
て
く
る
ま
で
／
空
い
た
席
に
坐
っ
て
ゆ
こ
う
」
と
い
う
。
「
ほ
ん
と
」
で

な
い
こ
と
は
、
苦
痛
で
な
く
愉
悦
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。 

 

黒
田
は
戦
前
に
生
れ
、
戦
火
の
な
か
で
青
春
を
過
ご
し
、
そ
の
記
憶
を
引
き
ず
っ
た
ま
ま
戦
後
に
突
入
し
た
。
「
戦
争
」
と
「
戦
後
」
の
あ
い
だ
で
引
き
裂
か
れ
つ

つ
、
「
戦
争
」
に
も
「
戦
後
」
に
も
帰
属
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
彼
は
描
き
つ
づ
け
た
。
「
神
」
の
視
点
に
収
ま
っ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
人
と
も
、
「
獣
」
の
よ
う
な

力
を
讃
え
る
肉
体
文
学
派
と
も
、
「
人
」
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
『
櫂
』
等
の
後
続
世
代
と
も
、
断
絶
し
た
と
こ
ろ
に
主
体
を
据
え
た
詩
人
の
営
為
を
、
本
稿
は
克

明
に
辿
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

〔
第
五
章 

帝
国
の
秋
―
―
田
村
隆
一
論
〕 

処
女
詩
集
『
四
千
の
日
と
夜
』
か
ら
最
後
の
『1

9
9
9

』
ま
で
を
検
証
し
、
戦
後
最
大
と
も
称
さ
れ
る
詩
人
・
田
村
隆
一
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

田
村
の
戦
争
体
験
は
、
荒
地
派
の
な
か
で
も
特
異
で
あ
る
。
鮎
川
信
夫
や
木
原
孝
一
が
限
界
状
況
に
投
げ
込
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
田
村
は
「
無
関
心
」
に
戦
火

を
眺
め
る
。
空
襲
の
炎
を
「
す
が
す
が
し
い
光
り
」
（
「
鏡
子
の
家
」
）
と
表
現
し
た
三
島
由
紀
夫
に
も
似
た
、
審
美
的
態
度
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
死
と
戦
火
は
、

自
己
の
根
幹
を
揺
る
が
す
実
存
的
体
験
で
は
な
く
、
抒
情
的
体
験
と
し
て
田
村
を
お
と
ず
れ
た
の
だ
。
こ
こ
に
は
、
二
つ
の
原
因
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
彼
が
戦
時
中
、

「
死
体
一
つ
見
た
こ
と
が
な
い
」
（
「
水
を
飲
み
に
」
）
こ
と
だ
。
「
死
」
に
纏
わ
る
美
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
、
「
死
体
」
の
生
々
し
さ
に
中
和
さ
れ
る
機
会
を
、
彼
は

持
た
な
か
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
「
荒
地
」
初
期
同
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
「
死
」
を
命
じ
ら
れ
る
側
に
い
た
の
に
対
し
、
彼
だ
け
が
「
死
」
を
命
じ
る
側
に
い
た
こ
と

だ
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
大
日
本
帝
国
海
軍
軍
人
と
し
て
の
意
識
を
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
、
戦
後
に
突
入
し
た
の
だ
。 

荒
地
派
の
抒
情
は
、
死
者
の
「
呪
縛
」
と
詩
人
の
「
自
由
」
の
拮
抗
す
る
と
こ
ろ
に
生
れ
た
。
鮎
川
に
と
っ
て
の
Ｍ
＝
森
川
義
信
や
、
木
原
の
弟
は
、
呪
縛
で
あ
る

と
同
時
に
、
詩
的
営
為
の
原
点
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
想
像
力
の
展
開
を
統
御
し
、
発
展
さ
せ
る
原
基
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
対
し
て
、
田
村
の
想
像
力
を
呪
縛
す
る
も

の
は
、
何
も
な
か
っ
た
。
『
四
千
の
日
と
夜
』
の
殺
戮
と
破
壊
の
幻
想
は
、
か
か
る
精
神
構
造
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。 

 

代
表
作
「
腐
刻
画
」
「
秋
」
「
立
棺
」
等
を
分
析
し
、
『
四
千
の
日
と
夜
』
を
詩
史
の
な
か
に
新
た
に
位
置
づ
け
た
。
そ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
た
の
は
、
「
戦
後
」

へ
の
絶
望
と
、
新
た
な
「
歴
史
」
へ
の
意
志
だ
っ
た
。
田
村
の
歴
史
意
識
を
、
高
見
順
や
三
島
由
紀
夫
な
ど
と
対
比
し
つ
つ
論
じ
た
。
時
代
背
景
の
理
解
を
深
め
る
た
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め
、
シ
ロ
ニ
ー
『
母
な
る
天
皇
』
、
シ
ヴ
ェ
ル
ブ
シ
ュ
『
敗
北
の
文
化
』
、
ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
『
英
国
外
交
官
の
見
た
幕
末
維
新
』
等
を
参
照
し
た
。
そ
し
て
、
『
四

千
の
日
と
夜
』
の
数
篇
は
、
天
皇
が
主
人
公
で
あ
る
こ
と
、
あ
り
え
な
か
っ
た
も
う
一
つ
の
「
歴
史
」
を
田
村
が
描
こ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

第
二
詩
集
『
言
葉
の
な
い
世
界
』
以
降
の
営
為
は
、
「
自
然
」
の
蘇
生
、
死
者
の
忘
却
、
想
像
力
の
頽
落
と
い
う
三
要
素
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の

詩
篇
の
ほ
と
ん
ど
は
、
駄
作
・
失
敗
作
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
戦
後
詩
史
に
光
芒
を
放
ち
つ
づ
け
る
『
四
千
の
日
と
夜
』
の
諸
篇
と
比
べ
て
、
そ
れ
ら
は
あ
ま
り
に

衝
迫
力
に
欠
け
る
。
詩
人
の
内
面
で
、
何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か
？ 

「
帰
途
」
「
腐
敗
性
物
質
」
「
毎
朝 

数
千
の
天
使
を
殺
し
て
か
ら
」
等
を
考
究
し
、
そ
の
理

由
を
明
ら
か
に
し
た
。 

田
村
隆
一
は
、
「
戦
争
」
を
象
徴
的
に
再
現
す
る
と
こ
ろ
か
ら
歩
み
始
め
た
。
だ
か
ら
「
戦
争
」
が
忘
却
さ
れ
る
に
つ
れ
、
そ
の
想
像
力
は
鈍
化
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
詩
人
が
見
出
し
た
の
は
「
自
然
」
（
「
緑
」
）
だ
っ
た
。
「
緑
」
は
、
「
記
憶
と
欲
望
」
（
エ
リ
オ
ッ
ト
「
荒
地
」
）
を
、

主
体
と
客
体
を
、
死
と
生
を
混
濁
さ
せ
た
表
象
で
あ
る
。 

な
ぜ
田
村
は
、
「
自
然
」
へ
回
帰
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
？ 

そ
の
答
え
を
、
戦
中
詩
篇
を
考
究
す
る
こ
と
で
導
き
出
し
た
。
「L

o
v
e
 S

o
n

g

」
と
名
づ
け
ら

れ
た
一
連
の
詩
篇
に
は
、
「
村 

村
長 

お
寺 

樹 

殿
様 

町
人 

家
臣 

カ
タ
ナ 

人
情 

先
祖 

土
地 

郷
愁 

畑 

魚 

山
波 

村
里
」
な
ど
、
懐
古
的
な

言
葉
が
頻
出
す
る
。
時
代
劇
を
想
起
さ
せ
る
こ
う
し
た
語
彙
は
、
日
本
が
太
平
洋
戦
争
に
突
入
す
る
、
ま
さ
に
そ
の
時
期
に
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。
世
界
と
自
己
が
危

機
的
状
況
に
置
か
れ
た
と
き
、
田
村
は
「
過
去
」
に
逃
げ
込
む
こ
と
で
精
神
の
安
定
を
図
っ
た
の
だ
。
戦
後
、
や
は
り
主
体
の
危
機
を
迎
え
た
と
き
、
田
村
は
「
自
然
」

に
逃
避
し
た
。
「
自
然
」
は
「
原
始
」
な
の
で
、
大
い
な
る
「
過
去
」
で
あ
る
。 

「
自
然
」
は
、
田
村
の
傷
を
癒
し
、
救
済
し
た
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
世
界
観
の
喪
失
と
い
う
敗
戦
時
の
悪
夢
は
、
彼
を
終
生
呪
縛
し
た
。
「
緑
色
の
観

念
形
態
」
「
ぼ
く
の
聖
灰
水
曜
日
」
に
は
、
「
緑
」
に
呑
ま
れ
て
も
な
お
消
え
な
か
っ
た
ト
ラ
ウ
マ
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

田
村
は
、
滅
び
の
幻
影
に
悩
ま
さ
れ
つ
づ
け
た
。
だ
が
滅
び
は
、
始
ま
り
の
予
兆
で
も
あ
っ
た
。
す
べ
て
が
終
わ
っ
た
と
き
、
不
可
避
的
に
始
ま
り
が
お
と
ず
れ
る

か
ら
だ
。
「
戦
争
」
か
ら
「
自
然
」
へ
、
彼
の
詩
的
主
題
は
移
っ
て
い
っ
た
が
、
ト
ラ
ウ
マ
が
消
滅
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
田
村
の
詩
を
読
む
人
は
、
前
期
と
後
期

の
落
差
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
確
か
に
、
荒
地
派
と
し
て
の
一
貫
性
が
あ
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。 

 

〔
第
六
章 

十
三
月
の
詩
―
―
中
桐
雅
夫
論
〕 

詩
誌
『
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ
』
（
後
に
『
Ｌ
Ｅ 

Ｂ
Ａ
Ｌ
』
、
『
詩
集
』
）
の
創
刊
者
で
あ
り
、
「
荒
地
」
の
最
初
の
仕
掛
け
人
で
あ
り
、
翻
訳
家
と
し
て
も
優
れ
た
業
績
を

残
し
た
中
桐
雅
夫
を
、
「
死
者
と
の
邂
逅
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
主
軸
に
読
み
ほ
ど
い
た
。 
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荒
地
派
は
、
「
死
者
」
と
の
対
話
を
詩
的
営
為
の
始
ま
り
に
据
え
た
。
中
桐
は
「
荒
地
」
の
な
か
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
と
真
逆
の
軌
跡
を
描
い
て
い
た
。
鮎
川
信

夫
・
木
原
孝
一
ら
が
、
詩
的
情
緒
の
核
に
不
可
避
的
に
「
死
者
」
を
抱
え
込
ま
さ
れ
た
の
に
対
し
、
中
桐
は
「
死
者
」
を
持
ち
え
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
戦
後
の

彼
の
歩
み
に
、
遅
滞
と
屈
折
を
も
た
ら
さ
ず
に
お
か
な
か
っ
た
。 

鮎
川
は
Ｍ
＝
森
川
義
信
と
い
う
死
者
を
得
、
中
桐
は
徴
兵
を
免
れ
て
戦
後
を
迎
え
た
。
前
者
が
「
死
者
」
と
の
共
同
体
と
い
う
理
念
を
、
戦
後
の
第
一
歩
に
掲
げ
た

の
に
対
し
、
後
者
は
そ
れ
を
最
終
目
標
に
据
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
中
桐
の
抒
情
を
微
妙
に
歪
め
て
い
っ
た
。
詩
篇
「
幹
の
姿
勢
」
「
新
年
前
夜
の
た
め
の

詩
」
「
春
の
遍
歴
」
「
蘇
生
」
等
を
解
読
し
、
彼
の
戦
争
体
験
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
。 

死
者
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
戦
争
を
速
や
か
に
忘
却
し
、
「
戦
後
」
に
帰
属
す
る
切
符
を
手
に
入
れ
た
の
と
同
義
だ
っ
た
。
だ
が
中
桐
は
、
そ
の
切
符
を
焼

き
捨
て
、
「
死
者
」
の
な
か
へ
帰
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
転
回
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
、
現
代
に
は
「
自
由
は
あ
る
が
愛
は
な
い
」
（
「
夏
の
遍
歴
」
）
と
い
う
認
識
だ
っ

た
。 鮎

川
が
「
死
者
」
の
消
滅
を
歌
い
、
歴
史
以
前
の
「
原
初
」
の
光
景
を
描
き
始
め
た
の
に
対
し
、
中
桐
は
「
死
者
」
と
共
同
戦
線
を
組
み
、
現
代
文
明
を
告
発
す
る

作
風
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
逆
説
的
な
こ
と
に
、
死
者
の
不
在
と
い
う
重
荷
を
負
っ
て
い
た
中
桐
の
方
が
、
そ
の
声
な
き
声
を
作
品
に
織
り
込
ん
で
い
っ
た
の
だ
。
死

者
と
出
会
っ
た
そ
の
位
置
か
ら
、
動
こ
う
と
し
な
か
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。 

死
者
へ
の
憧
憬
と
融
合
は
、
後
期
の
二
詩
集
（
『
夢
に
夢
み
て
』
『
会
社
の
人
事
』
）
に
お
い
て
、
「
現
在
」
へ
の
批
判
精
神
に
変
貌
す
る
。 

 

そ
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
桐
を
論
じ
た
文
章
は
少
な
い
。
木
原
孝
一
に
つ
い
て
も
お
な
じ
こ
と
が
言
え
る
が
、
こ
れ
は
彼
ら
が
、
翻
訳
家
や
編
集
者
と
し

て
声
望
を
得
て
い
た
事
実
と
、
か
か
わ
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
戦
後
詩
を
形
成
し
た
優
れ
た
組
織
力
が
、
そ
の
詩
的
人
格
を
覆
い
、
不
可
視
化
し
て
し
ま
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
戦
後
詩
人
・
中
桐
雅
夫
の
軌
跡
を
た
ん
ね
ん
に
辿
り
、
そ
の
全
貌
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。 

 

〔
第
七
章 

壁
の
中
の
人
―
―
三
好
豊
一
郎
論
〕 

三
好
豊
一
郎
は
、
「
壁
」
に
映
る
自
身
の
面
影
と
対
話
し
つ
づ
け
た
。
ま
る
で
「
蜘
蛛
」
の
よ
う
に
密
室
に
張
り
つ
き
、
倦
む
こ
と
な
く
、
み
ず
か
ら
の
影
に
向
か

っ
て
糸
を
吐
き
出
し
つ
づ
け
た
。
そ
う
し
て
作
ら
れ
た
詩
篇
は
、
誰
も
い
な
い
部
屋
の
よ
う
な
空
虚
感
と
、
そ
こ
に
不
意
に
人
影
が
出
現
し
た
と
き
の
よ
う
な
戦
慄
を

漂
わ
せ
て
い
る
。 

「
囚
人
」
「
影
」
と
い
っ
た
、
荒
地
派
の
抒
情
の
根
幹
を
な
す
作
品
を
、
三
好
は
戦
中
に
す
で
に
執
筆
し
て
い
た
。
そ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
た
の
は
、
生
を
希
求
す
る

「
私
」
と
、
死
に
惹
か
れ
る
「
私
」
に
、
引
き
裂
か
れ
た
実
存
で
あ
っ
た
。
一
方
が
主
導
権
を
握
る
こ
と
も
、
双
方
が
仲
良
く
囁
き
合
う
こ
と
も
あ
る
。
二
人
が
つ
い
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に
出
会
わ
な
い
詩
も
、
一
人
が
も
う
一
人
の
殺
害
を
企
て
る
詩
も
あ
る
。
三
好
は
二
つ
の
「
私
」
の
合
一
を
夢
見
な
が
ら
、
そ
れ
を
果
た
せ
な
い
。
引
き
裂
か
れ
た
ま

ま
生
き
る
彼
を
癒
し
た
の
は
、
「
自
然
」
だ
っ
た
。
『
囚
人
』
か
ら
『
寒
蟬
集
』
に
至
る
営
為
を
精
査
し
、
詩
人
の
自
我
は
な
ぜ
引
き
裂
か
れ
た
の
か
、
「
自
然
」
は

彼
を
ど
の
よ
う
に
を
迎
え
入
れ
た
か
を
論
じ
た
。 

三
好
の
詩
的
遍
歴
は
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な
ま
で
に
豊
穣
な
自
然
と
、
戦
争
が
も
た
ら
し
た
存
在
の
傷
を
描
く
前
期
（
『
囚
人
』
『
小
さ
な
証
し
』
『
黙
示
』
）
、
世
界

へ
の
違
和
の
解
消
が
導
か
れ
る
中
期
（
『S

p
e
llb

o
u

n
d

』
『
林
中
感
懐
』
）
、
自
己
存
在
の
儚
さ
と
、
身
近
な
自
然
と
の
交
感
を
歌
う
後
期
（
『
夏
の
淵
』
『
寒
蟬
集
』
）

に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
い
ず
れ
に
も
、
二
つ
の
「
私
」
が
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
、
両
者
は
ど
う
表
現
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
い
か
な
る
帰
趨
を
辿
っ
た

の
か
を
見
る
こ
と
で
、
戦
後
詩
人
・
三
好
豊
一
郎
の
全
貌
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。 

 

〔
第
八
章 

透
明
な
嵐
の
な
か
で
―
―
吉
本
隆
明
論
〕 

戦
中
詩
篇
か
ら
『
記
号
の
森
の
伝
説
歌
』
『
言
葉
か
ら
の
触
手
』
ま
で
の
営
為
を
克
明
に
辿
り
、
詩
人
・
吉
本
隆
明
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た
。 

敗
戦
は
世
界
観
の
消
滅
で
あ
り
、
人
間
と
し
て
の
「
死
」
を
意
味
し
て
い
た
。
「
死
者
と
の
対
話
」
と
い
う
荒
地
派
の
方
法
を
、
吉
本
は
取
ら
な
か
っ
た
。
否
、
取

り
え
な
か
っ
た
。
生
の
光
に
つ
つ
ま
れ
た
「
戦
後
」
か
ら
、
死
の
影
に
浸
さ
れ
た
「
戦
争
」
に
、
呼
び
か
け
る
の
で
は
な
い
。
吉
本
自
身
が
「
死
」
に
囚
わ
れ
て
い
る
。

「
私
」
こ
そ
が
、
限
り
な
く
死
者
な
の
だ
。
だ
が
「
死
」
ん
で
は
い
な
い
。
肉
体
的
な
機
能
停
止
は
、
ま
だ
お
と
ず
れ
て
は
い
な
い
。
「
つ
き
お
と
さ
れ
た
汚
辱
感
の

な
か
で
」
（
「
思
想
的
不
毛
の
子
」
）
生
き
て
ゆ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
だ
が
、
心
は
何
処
ま
で
も
空
虚
だ
。 

 

信
ず
る
も
の
ひ
と
つ
な
く
、
愛
す
る
も
の
ひ
と
つ
な
く
、
そ
の
う
へ
動
か
さ
れ
る
精
神
の
状
態
が
す
べ
て
喪
は
れ
た
時
、
生
き
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
生
き
て

ゐ
る
と
言
へ
る
の
だ
ら
う
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
「
エ
リ
ア
ン
の
感
想
の
断
片
」
） 

  

こ
の
問
い
に
頷
き
を
か
え
す
た
め
に
、
吉
本
が
編
み
出
し
た
方
法
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
死
者
で
は
な
く
、
死
ん
だ
「
私
」
と
語
ら
う
こ
と
―
―
大
日

本
帝
国
と
と
も
に
亡
ん
だ
自
我
を
、
一
人
の
「
死
者
」
と
見
な
し
、
詩
的
領
域
に
招
き
入
れ
る
こ
と
。
自
身
の
死
骸
に
問
い
か
け
、
そ
の
言
葉
に
耳
を
澄
ま
す
こ
と
―

―
そ
の
答
え
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
あ
ら
た
め
て
殺
す
こ
と
。
そ
れ
を
幾
度
で
も
繰
り
返
す
こ
と
。
こ
の
常
軌
を
逸
し
た
営
為
は
、
「
日
時
計
篇
」
と
呼
ば

れ
る
膨
大
な
草
稿
に
、
そ
の
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。
そ
の
集
大
成
と
言
う
べ
き
作
品
が
、
長
篇
詩
『
固
有
時
と
の
対
話
』
で
あ
る
。 
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吉
本
の
初
期
作
品
に
は
、
謎
め
い
た
心
象
を
、
た
だ
そ
の
ま
ま
に
提
示
し
た
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
『
固
有
時
と
の
対
話
』
も
例
外
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
精
神
の

叙
景
詩
と
で
も
言
っ
た
も
の
で
あ
り
、
普
通
に
読
ん
で
も
意
味
が
取
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
だ
が
、
そ
れ
ら
記
述
を
一
つ
一
つ
付
き
合
わ
せ
て
見
る
と
き
、
若
き
吉

本
が
示
し
た
か
っ
た
詩
的
領
域
が
開
示
さ
れ
る
。
『
固
有
時
と
の
対
話
』
に
秘
め
ら
れ
た
異
数
の
光
景
を
、
彼
の
思
想
的
文
書
と
と
も
に
読
み
解
い
た
。
「
風
」
「
建

築
」
「
光
」
「
影
」
「
Ｘ
Ｙ
Ｚ
軸
」
と
い
っ
た
言
葉
は
、
単
な
る
詩
的
象
徴
で
は
な
く
、
吉
本
の
青
春
の
記
憶
が
込
め
ら
れ
た
思
想
的
象
徴
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
で

明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

『
固
有
時
と
の
対
話
』
の
終
わ
り
に
記
さ
れ
た
「
転
位
」
へ
の
意
志
は
、
詩
集
『
転
位
の
た
め
の
十
篇
』
に
結
実
す
る
こ
と
に
な
る
。
十
篇
の
詩
す
べ
て
に
、
吉
本
の

内
的
体
験
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
た
め
、
「
火
の
秋
の
物
語
」
か
ら
「
審
判
」
ま
で
の
全
詩
篇
を
考
究
し
た
。
「
き
み
」
か
ら
「
お
ま
へ
」
へ
、
そ
し
て
「
ぼ
く
た
ち
」

か
ら
「
ぼ
く
」
へ
の
主
格
の
変
化
が
、
「
戦
後
」
へ
の
考
察
と
と
も
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
朝
鮮
戦
争
を
初
め
と
し
た
事
件
が
、
暗
号
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。 

『
固
有
時
と
の
対
話
』
が
、
戦
争
の
「
記
憶
」
を
再
現
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
『
転
位
の
た
め
の
十
篇
』
は
、
過
去
を
「
忘
却
」
し
、
新
た
な
「
わ
た
し
」
を
構
想
す

る
た
め
に
書
か
れ
た
。
「
戦
後
」
を
受
け
入
れ
、
そ
の
な
か
に
歩
ん
で
ゆ
く
の
で
は
な
い
。
み
ず
か
ら
を
「
戦
後
」
に
匹
敵
し
う
る
存
在
に
深
め
、
「
歴
史
」
と
対
等

に
向
か
い
あ
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
吉
本
は
、
初
め
て
「
戦
後
」
に
降
り
立
っ
た
の
だ
。 

『
転
位
の
た
め
の
十
篇
』
以
後
に
書
か
れ
た
諸
篇
は
、
十
回
の
「
転
位
」
の
後
に
得
ら
れ
た
主
体
の
在
り
方
を
、
明
示
し
て
い
る
。
「
涙
が
涸
れ
る
」
「
日
没
」
「
恋

唄
」
等
の
詩
篇
を
解
読
し
、
吉
本
に
と
っ
て
の
「
戦
争
」
「
戦
後
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
。 

「
告
知
す
る
歌
」
は
、
終
戦
か
ら
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
決
算
で
あ
り
、
そ
の
後
の
詩
的
営
為
の
予
告
に
な
っ
て
い
る
点
で
も
重
要
で
あ
る
。
七
〇
年
代
以
降
の
吉
本

の
詩
は
、
か
な
り
異
様
で
不
可
解
な
も
の
だ
が
、
そ
れ
を
読
み
解
く
ヒ
ン
ト
も
、
こ
の
詩
篇
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
。 

「
未
来
」
に
繋
が
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
吉
本
は
「
神
話
」
を
構
想
し
始
め
る
。
そ
れ
は
、
戦
争
体
験
の
終
焉
を
告
げ
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
世
界
を
滅
ぼ
し
、
ま

た
生
成
す
る
、
純
粋
な
遊
戯
に
も
似
た
「
詩
」
―
―
そ
れ
が
実
現
す
る
の
は
、
『
記
号
の
森
の
伝
説
歌
』
に
お
い
て
で
あ
る
。
「
島
は
み
ん
な
幻
」
か
ら
「
掌
の
旅
（
異

稿
）
」
ま
で
の
諸
篇
を
考
究
し
、
「
記
憶
」
か
ら
「
神
話
」
へ
の
道
す
じ
を
辿
っ
た
。 

『
記
号
の
森
の
伝
説
歌
』
は
、
一
九
七
五
年
十
月
～
八
四
年
三
月
に
か
け
て
書
い
た
連
作
詩
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
計
一
七
三
五
行
は
、
吉
本
が
書
い
た
詩
の
な
か

で
最
長
で
あ
り
、
「
何
か
を
や
り
遂
げ
た
、
／
充
実
し
た
思
い
を
抱
い
て
い
る
」
（
「
あ
と
が
き
」
）
と
み
ず
か
ら
語
っ
た
よ
う
に
、
彼
の
詩
的
生
涯
を
解
き
明
か
す

う
え
で
重
要
な
「
何
か
」
を
秘
め
た
作
品
で
も
あ
る
。 
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第Ⅰ

章
「
舟
歌
」
は
、
田
村
隆
一
「
幻
を
見
る
人
」
を
思
わ
せ
る
光
景
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
「
戦
争
」
に
も
「
戦
後
」
に
も
帰
属
で
き
な
い
吉
本
の
心
境
が
、
「
羽

搏
き
」
も
「
失
墜
」
も
し
な
い
「
鳥
」
に
仮
託
し
て
語
ら
れ
る
。
一
方
、
「
鳥
」
か
ら
生
れ
た
「
男
」
「
女
」
「
舟
」
の
物
語
が
描
か
れ
る
。
過
去
の
詩
的
営
為
を
振

り
返
り
つ
つ
、
吉
本
は
新
た
な
展
望
を
示
し
て
い
る
。 

第Ⅱ

章
「
戯
歌
」
で
、
吉
本
は
「
じ
ぶ
ん
の
幻
影
」
を
「
故
郷
」
と
見
な
し
、
現
実
の
「
世
界
」
を
放
棄
し
よ
う
と
す
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
儚
い
試
み
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。 

 

第Ⅲ

章
「
唱
歌
」
に
、
「
塔
が
く
ず
れ
た
／
ま
た
幻
を
建
て
る
」
と
あ
る
。
「
幻
影
」
に
は
、
柱
も
な
け
れ
ば
壁
も
な
い
。
幻
影
は
幻
影
に
よ
っ
て
、
支
え
ら
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
「
現
実
」
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
い
と
も
た
や
す
く
崩
れ
去
る
。
詩
人
は
「
ま
た
幻
を
建
て
る
」
。
そ
し
て
ま
た
「
く
ず
れ
」
る
だ
ろ
う
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
「
生
を
駄
目
」
に
し
て
し
ま
う
、
と
考
え
る
吉
本
は
、
「
記
憶
」
を
深
め
、
「
自
己
」
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
。
だ
が
、
そ
れ
も
失
敗
に
終
わ
る
。

「
記
憶
」
の
迷
路
に
踏
み
込
む
こ
と
は
、
「
現
在
」
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
は
「
記
憶
」
の
稀
薄
化
で
も
あ
っ
た
。
「
記
憶
」
は
「
現
在
」
と
繋
が
れ
て

こ
そ
、
価
値
を
持
つ
。
「
記
憶
」
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
で
、
「
記
憶
」
は
か
え
っ
て
色
褪
せ
る
の
だ
。
「
記
憶
」
と
「
現
在
」
の
結
節
点
を
探
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と

詩
人
は
考
え
る
。 

 

第Ⅳ

章
「
俚
歌
」
で
、
吉
本
は
姉
・
政
枝
の
想
い
出
を
語
る
。
姉
が
死
去
し
た
日
の
光
景
は
、
彼
の
抒
情
の
源
泉
を
な
し
て
い
た
。
い
た
ま
し
い
記
憶
を
再
現
す
る

こ
と
で
、
吉
本
は
「
原
点
」
に
帰
ろ
う
と
す
る
。 

 

第Ⅴ

章
「
叙
景
歌
」
は
、
『
固
有
時
と
の
対
話
』
や
「
声
の
葉
」
に
描
か
れ
た
光
景
を
受
け
つ
つ
、
「
過
去
」
へ
の
「
赦
し
」
を
歌
っ
て
い
る
。
「
父
」
「
祖
父
」

の
幻
が
あ
ら
わ
れ
、
吉
本
家
に
ま
つ
わ
る
物
語
が
展
開
さ
れ
る
。
亡
き
家
族
の
想
い
を
、
神
話
的
光
景
と
し
て
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
あ
ら
た
め
て
忘
れ

る
こ
と
―
―
『
記
号
の
森
の
伝
説
歌
』
の
世
界
は
、
そ
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
だ
。 

 

第Ⅵ

章
「
比
喩
歌
」
は
、
「
母
」
を
中
心
に
展
開
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
吉
本
の
母
・
エ
ミ
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
詩
」
の
母
、
す
な
わ
ち
「
書
く
理
由
」
の
象
徴
で

も
あ
る
。 

第Ⅶ

章
「
演
歌
」
は
、
詩
篇
全
体
を
崩
壊
さ
せ
、
ま
た
再
生
さ
せ
る
荒
業
を
演
じ
て
い
る
。
「
世
界
」
を
折
り
た
た
み
、
吉
本
自
身
さ
え
、
「
記
号
の
森
」
を
去
っ

て
ゆ
く
。
最
後
に
、
吉
本
は
読
者
に
告
げ
る
。
君
た
ち
も
ま
た
、
君
た
ち
の
「
記
号
の
森
」
に
帰
っ
て
ゆ
く
べ
き
な
の
だ
、
と
。 

『
記
号
の
森
の
伝
説
歌
』
は
、
「
文
字
」
の
誕
生
を
、
吉
本
の
生
涯
を
媒
介
と
し
て
描
い
た
詩
篇
と
言
っ
て
い
い
。
自
身
の
出
生
を
描
く
こ
と
が
、
「
文
字
」
の
出
生

を
考
察
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
文
字
の
誕
生
ま
で
に
い
た
る
〔
概
念
〕
の
、
な
が
い
な
が
い
胎
児
期
」
（
『
言
葉
か
ら
の
触
手
』
第
二
章
「
筆
記 

凝
視 

病
態
」
）
は
、

吉
本
の
個
人
的
「
神
話
」
と
絡
み
合
い
つ
つ
、
再
現
さ
れ
る
の
だ
。 



17 

 

吉
本
の
全
詩
篇
を
読
む
と
、
「
島
は
み
ん
な
幻
」
以
降
、
「
ぼ
く
」
「
お
れ
」
「
わ
た
し
」
「
ぼ
く
た
ち
」
と
い
っ
た
一
人
称
が
、
激
減
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

戦
争
が
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
、
「
わ
た
し
」
が
稀
薄
化
す
る
。
「
神
話
」
の
代
償
の
よ
う
に
、
「
わ
た
し
」
と
い
う
白
熱
し
た
主
体
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。 

と
こ
ろ
が
最
後
に
、
一
人
称
が
再
帰
す
る
。
「
十
七
歳
」
「
わ
た
し
の
本
は
す
ぐ
に
終
る
」
が
そ
れ
で
あ
る
。 

 

昭
和
十
七
年
、
十
七
歳
の
と
き
に
吉
本
は
、
米
沢
高
等
工
業
学
校
に
入
学
す
る
。
そ
れ
か
ら
二
年
半
、
憧
れ
の
詩
人
・
宮
沢
賢
治
の
生
き
た
東
北
で
、
思
春
期
を
送

る
こ
と
に
な
る
。 

 

昭
和
十
七
年
は
、
太
平
洋
戦
争
が
本
格
化
し
た
年
で
も
あ
る
。
「
十
七
歳
」
の
少
年
は
、
吉
本
で
あ
り
、
「
昭
和
」
で
も
あ
っ
た
の
だ
。 

 

詩
的
営
為
の
終
わ
り
近
く
に
な
っ
て
、
「
昭
和
」
の
、
戦
争
の
、
青
春
の
記
憶
が
再
帰
す
る
。
そ
し
て
、
「
言
葉
が
と
め
ど
な
く
溢
れ
た
」
。
敗
戦
ト
ラ
ウ
マ
は
、

吉
本
を
終
生
苛
ん
だ
。
傷
が
な
け
れ
ば
、
「
血
」
が
流
れ
る
こ
と
も
な
い
。
苦
悩
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
「
言
葉
」
は
溢
れ
た
の
だ
。 

「
荒
地
」
初
期
同
人
が
不
幸
に
耐
え
る
詩
人
と
す
れ
ば
、
吉
本
は
幸
福
に
耐
え
る
詩
人
だ
っ
た
。
敗
北
と
い
う
「
不
幸
」
の
先
に
あ
っ
た
、
平
和
と
い
う
「
幸
福
」
―

―
眩
く
光
る
刃
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
吉
本
の
心
を
切
り
刻
ん
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
は
、
「
戦
争
」
「
戦
後
」
に
拮
抗
し
う
る
主
体
を
描
き
、
そ
こ
か
ら
壮
大
な
思
想
を

展
開
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
原
点
に
あ
っ
た
の
は
、
あ
の
世
界
観
が
崩
壊
し
た
後
の
「
荒
地
」
だ
っ
た
。 

破
滅
的
体
験
が
「
美
」
に
昇
華
し
う
る
こ
と
を
、
荒
地
派
こ
そ
は
証
明
し
た
。
残
骸
の
な
か
に
「
生
」
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
を
、
彼
ら
の
詩
は
い
ま
で
も
教
え
て

い
る
の
で
あ
る
。 


